
令和５年度上伊那圏域地域自立支援協議会議事録 

会

議 

部会名 第４回 相談支援専門員連絡会 日  時 
令和  ５年  １２月  ２５日（月） 

１３：３０  ～  １５：３０ 

会場 
宮田村民会館 

第３、第４研修室 
参加者数 ３4人    

主 

テ 

１ 

マ 

１ 地域生活支援事業等福祉サービスについて 

２ グループスーパービジョン 

３ 事業所紹介 

  
１ 地域生活支援事業等福祉サービスについて 
  講師 駒ケ根市役所福祉課障がい福祉係 担当者 
 ・地域生活支援事業は市町村ごとに要綱を作成して実施している。詳細は各市町村へ確認して欲しい。 
 ・タイムケアと日中一時支援は支援の内容はほぼ同じだが、財源が違うため異なる名称になっている。長野県でタイ
ムケア事業が立ち上がり、それを受けて国が日中一時支援を作ったと聞いている。 

 ・補装具は申請に医療機関の意見が必須となる。「あると便利だから」では通らない。 
 ・地域生活支援事業は基本的にはサービス等利用計画への記載は必要ないが、他のサービスとの重複が無いかの
確認や、生活全般の把握のため、記載してもらえるとありがたい。 

 ・サービス等利用計画に関して、居宅介護のトータル時間だけでなく、１回の時間も記載してもらいたい。また、後進
の際には新しい基本情報をいただけるとありがたい。 

 
２ グループスーパービジョン 
  ４事例についてグループスーパービジョンを行った。 
 
３ 事業所紹介 
 ・株式会社ぽれぽれ 訪問看護ステーション 
  中川村にて事業を開始した。理学療法士も在籍。上伊那南部まで。詳しくはホームページを見て欲しい。 
 ・みらい福祉会 グループホーム 
  ５名定員中３床空きあり。ショートステイの受け入れも可。現在の入居者は10代男性と30代男性。 
 ・SALA 
  放課後等デイサービスが曜日によって空きあり。 
 ・大萱の里 
  12月より音楽室を開設した。生活介護での利用になる。 
 ・けやき★すくーる 
  保育所等訪問を１月から開始予定。月２回程度の学習支援。 
 ・放課後等デイサービス みつば 
  令和５年８月オープンした。 
 

ま 

と 

め 

 地域生活支援事業等について理解を深めることができた。計画の書き方についても行政の意見を聞くことができた

ので、より分かりやすい計画作成に役立てたい。また、グループスーパービジョンを行い、それぞれの支援を振り返る

ことができた。 

次

回 

令和６年２月２７日（火）１３時３０分～１５時３０分 

伊那市福祉まちづくりセンター 

 


